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Ⅲ　カ リ キ ュ ラ ム

１．到達目標と授業科目

学校力開発分野　現職院生の到達指標

授業科目 求められる資質能力 到達目標（Ｃ基準）

共

　
　
　通

カリキュラム開発の実践と課題
教育課程の編成と改善

・  カリキュラム開発の意義と方法、課題を説明できる。

学力とカリキュラムの評価 ・ 子どもの学びを評価し、カリキュラムを改善できる。

授業実践の記録・分析と校内研修

学習指導

・ 教師と学習者の思考を解釈した授業記録を書ける。

教材開発と児童生徒理解（言語系） ・ 授業改善の議論をリードすることができる。

教材開発と児童生徒理解（数理系） ・ 今日的課題に応える新しい教材を開発し、その到達点と
課題を明確にできる。教材開発と児童生徒理解

（特別支援教育系）

児童生徒理解と支援
児童生徒の理解

・ 実態に応じて児童生徒を理解し支援を実践できる。

学校カウンセリングの実践と課題 ・ 実態に応じたカウンセリングを実践できる。

障害のある子どもの学校学級経営
学級と学校の経営

・ 子どもの特性（障害）に応じた学校学級経営案を作成できる。

組織管理の実践と学校 ・ 学校経営の目標を作成できる。

社会と教員の在り方
教員としての使命感と
信頼

・ 学校の実態に即した課題と教員の使命を説明できる。

学校の安全と防災教育
・ 学校安全３領域と防災教育、防災管理の手法と課題につ
いて説明できる。

学
校
の
実
習

教職専門実習Ⅰ

実践的課題の把握 ・ 実践的課題を明確化し、省察の意義を理解できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 自らの学習指導と児童生徒理解を見直すことができる。

協働性 ・ チームとしての実践力を高めることができる。

教職専門実習Ⅱ

対応策の企画と試行 ・ 省察をもとに課題の対応策を企画し、試行できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学校の実態に即して学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 学校の一員として実践することができる。

教職専門実習Ⅲ

対応策の提案と実践 ・ 省察をもとに課題の対応策を実践し、評価できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学校の実態に即して学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 学校の一員として実践することができる。

分
野
別
選
択

学校改善プラン開発実習
学校経営

・ 学校改善プランを構想、提案することができる。

学校研究推進の実際と課題 ・ 校内研究推進のための具体的な対策を説明できる。

人間関係形成の実践と課題
相互理解と
エンパワーメント

・ コミュニケーションスキルの基礎を説明できる。

子ども理解の事例研究 ・ 教育相談の在り方について説明できる。

学校力とファシリテーション ・ ファシリテーションの意義と基本的スキルを理解できる。

地域社会と社会教育

地域との連携

・ 実態に応じた社会教育の在り方について説明できる。

学社融合の実践と課題 ・ 学校と地域を結ぶアクションプランを作成できる。

地域教育計画の事例研究 ・ 環境要因の分析から学校経営計画を立案できる。

教員のキャリア形成 自立と使命感 ・ 教員のキャリア形成の意義やシステムを説明できる。

都市圏実習（応用実習）
地域との連携
学習指導と児童生徒理解

・ 学校及び地域の特色や連携の状況が理解できる。

・ 児童生徒の実態を把握し効果的な指導ができる。

総
括
評
価

教職実践プレゼンテーションⅠ
（学校力開発分野）

実践の省察と探究

・ 実践の省察等により、学校現場に応える課題を明確化できる。

・ 自らの実践的研究課題を論理的に発表できる。

教職実践プレゼンテーションⅡ
（学校力開発分野）

・ 実践の省察等を通して、学校現場に応える課題を探究できる。

・ 実践的研究課題とその探究を論理的に発表できる。
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学習開発分野　学部卒院生の到達指標

授業科目 求められる資質能力 到達目標（Ｃ基準）

共

　
　
　通

カリキュラム開発の実践と課題
教育課程の編成と改善

・ 単元構成の原理と方法の基礎を説明できる。

学力とカリキュラムの評価 ・ 学力の評価とカリキュラム改善の意義を理解できる。

授業実践の記録・分析と校内研修

学習指導

・ 教師と学習者の思考をたどる授業記録を書ける。

教材開発と児童生徒理解（言語系） ・ 事実をもとに教材と授業の改善を議論できる。

教材開発と児童生徒理解（数理系） ・ 先行実践をふまえて、今日的課題に応える新しい教材を
開発できる。教材開発と児童生徒理解

（特別支援教育系）

児童生徒理解と支援
児童生徒の理解

・ 児童生徒を理解する意義とその方法を説明できる。

学校カウンセリングの実践と課題 ・ カウンセリングの意義とその方法を説明できる。

障害のある子どもの学校学級経営
学級と学校の経営

・ 子どもの特性（障害）に応じた学びと学級経営を理解できる。

組織管理の実践と学校 ・ 学校を組織としてとらえる意義を理解できる。

社会と教員の在り方
教員としての使命感と
信頼

・ 学校の今日的課題と教員の使命を理解できる。

学校の安全と防災教育
・ 学校安全の３領域と防災教育の手法と課題について説明
できる。

学
校
の
実
習

教職専門実習Ⅰ
実践的課題の把握 ・ 実践的課題を明確化し、実践の省察を記述できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学習指導と児童生徒理解の関連を説明できる。

教職専門実習Ⅱ
対応策の企画と試行 ・ 省察をもとに課題の対応策を企画し、試行できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 児童生徒理解にもとづく学習指導を展開できる。

教職専門実習Ⅲ
対応策の提案と実践 ・ 省察をもとに課題の対応策を実践し、評価できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 授業と学級経営を自立的に実践できる。

分
野
別
選
択

認知学習過程と評価
学びの理解と
カリキュラム構成

・ 認知科学の視点から子どもの学びの特質を理解できる。

特色あるカリキュラムの開発 ・ 子どもの実態とカリキュラム開発との関係を理解できる。

カリキュラム開発の事例研究 ・ 子どもの具体的な学習状況からカリキュラムを理解できる。

教科内容構成の事例研究

内容とリテラシーの開発

・ 実践事例をとおして教科における内容の特質を理解できる。 

教科活用力とリテラシー ・ 知識･技能の習得と活用を図る学習活動を理解できる。 

ＩＣＴ活用と授業改善 ・ ＩＣＴの指導技術を活用して授業の構想ができる。

道徳教育の実践と課題

授業の企画と試行

・ 道徳の指導計画や指導案を作成し説明できる。

外国語活動の実際と課題 ・ 外国語活動の指導計画と指導案を作成し説明できる。

小規模へき地教育の実際と課題 ・ 小規模教育の特質を理解し、具体的な課題を説明できる。

都市圏実習（応用実習）
地域との連携
学習指導と児童生徒理解

・ 学校及び地域の特色や連携について記述できる。

・ 児童生徒理解にもとづく学習指導を展開できる。

総
括
評
価

教職実践プレゼンテーションⅠ
（学習開発分野）

実践の省察と探究

・ 実践の省察等により、自己の課題を明確化できる。

・ 自らの実践的研究課題を論理的に発表できる。

教職実践プレゼンテーションⅡ
（学習開発分野）

・ 実践の省察等を通して、課題を探究できる。

・ 実践的研究課題とその探究を論理的に発表できる。
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学習開発分野　現職院生の到達指標

授業科目 求められる資質能力 到達目標（Ｃ基準）

共

　
　
　通

カリキュラム開発の実践と課題
教育課程の編成と改善

・  カリキュラム開発の意義と方法、課題を説明できる。

学力とカリキュラムの評価 ・ 子どもの学びを評価し、カリキュラムを改善できる。

授業実践の記録・分析と校内研修

学習指導

・ 教師と学習者の思考を解釈した授業記録を書ける。

教材開発と児童生徒理解（言語系） ・ 授業改善の議論をリードすることができる。

教材開発と児童生徒理解（数理系） ・ 今日的課題に応える新しい教材を開発し、その到達点と
課題を明確にできる。教材開発と児童生徒理解

（特別支援教育系）

児童生徒理解と支援
児童生徒の理解

・ 実態に応じて児童生徒を理解し支援を実践できる。

学校カウンセリングの実践と課題 ・ 実態に応じたカウンセリングを実践できる。

障害のある子どもの学校学級経営
学級と学校の経営

・ 子どもの特性（障害）に応じた学校学級経営案を作成できる。

組織管理の実践と学校 ・ 学校経営の目標を作成できる。

社会と教員の在り方
教員としての使命感と
信頼

・ 学校の実態に即した課題と教員の使命を説明できる。

学校の安全と防災教育
・ 学校安全３領域と防災教育、防災管理の手法と課題につ
いて説明できる。

学
校
の
実
習

教職専門実習Ⅰ

実践的課題の把握 ・ 実践的課題を明確化し、省察の意義を理解できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 自らの学習指導と児童生徒理解を見直すことができる。

協働性 ・ チームとしての実践力を高めることができる。

教職専門実習Ⅱ

対応策の企画と試行 ・ 省察をもとに課題の対応策を企画し、試行できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学校の実態に即して学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 学校の一員として実践することができる。

教職専門実習Ⅲ

対応策の提案と実践 ・ 省察をもとに課題の対応策を実践し、評価できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学校の実態に即して学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 学校の一員として実践することができる。

分
野
別
選
択

認知学習過程と評価
学びの理解と
カリキュラム構成

・ 認知科学の視点から子どもの学びのプロセスと評価を多
面的に理解できる。

特色あるカリキュラムの開発 ・ 学校の特色や子どもの実態からカリキュラムを開発できる。

カリキュラム開発の事例研究 ・ 学校の特色や子どもの実態からカリキュラムを評価できる。

教科内容構成の事例研究

内容とリテラシーの開発

・ 知識・ 技能の習得と活用を図る単元を開発できる。

教科活用力とリテラシー ・ リテラシー育成のために教科指導の活用を図ることができる。

ＩＣＴ活用と授業改善 ・ ＩＣＴの指導技術を活用して授業改善ができる。

道徳教育の実践と課題

授業の企画と試行

・ 道徳の指導計画や指導案の改善ができる。

外国語活動の実際と課題 ・ 外国語活動の指導計画と指導案の改善ができる。

小規模へき地教育の実際と課題 ・ 小規模教育の指導を構想し、課題の改善案を提案できる。

都市圏実習（応用実習）
地域との連携
学習指導と児童生徒理解

・ 学校及び地域の特色や連携の状況が理解できる。

・ 児童生徒の実態を把握し効果的な指導ができる。

総
括
評
価

教職実践プレゼンテーションⅠ
（学習開発分野）

実践の省察と探究

・ 実践の省察等により、学校現場に応える課題を明確化できる。

・ 自らの実践的研究課題を論理的に発表できる。

教職実践プレゼンテーションⅡ
（学習開発分野）

・ 実践の省察等を通して、学校現場に応える課題を探究できる。

・ 実践的研究課題とその探究を論理的に発表できる。
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教科教育高度化分野　学部卒院生の到達指標　

授業科目 求められる資質能力 到達目標（Ｃ基準）

共

　
　
　通

カリキュラム開発の実践と課題
教育課程の編成と改善

・ 単元構成の原理と方法の基礎を説明できる。

学力とカリキュラムの評価 ・ 学力の評価とカリキュラム改善の意義を理解できる。

授業実践の記録・分析と校内研修

学習指導

・ 教師と学習者の思考をたどる授業記録を書ける。

教材開発と児童生徒理解（言語系） ・ 事実をもとに教材と授業の改善を議論できる。

教材開発と児童生徒理解（数理系） ・ 先行実践をふまえて、今日的課題に応える新しい教材を
開発できる。教材開発と児童生徒理解

（特別支援教育系）

児童生徒理解と支援
児童生徒の理解

・ 児童生徒を理解する意義とその方法を説明できる。

学校カウンセリングの実践と課題 ・ カウンセリングの意義とその方法を説明できる。

障害のある子どもの学校学級経営
学級と学校の経営

・ 子どもの特性（障害）に応じた学びと学級経営を理解できる。

組織管理の実践と学校 ・ 学校を組織としてとらえる意義を理解できる。

社会と教員の在り方
教員としての使命感と
信頼

・ 学校の今日的課題と教員の使命を理解できる。

学校の安全と防災教育
・ 学校安全の３領域と防災教育の手法と課題について説明
できる。

学
校
の
実
習

教職専門実習Ⅰ
実践的課題の把握 ・ 実践的課題を明確化し、実践の省察を記述できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学習指導と児童生徒理解の関連を説明できる。

教職専門実習Ⅱ
対応策の企画と試行 ・ 省察をもとに課題の対応策を企画し、試行できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 児童生徒理解にもとづく学習指導を展開できる。

教職専門実習Ⅲ
対応策の提案と実践 ・ 省察をもとに課題の対応策を実践し、評価できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 授業と学級経営を自立的に実践できる。

分
野
別
選
択

教材開発のための先進研究

教科内容の理解

・ 最先端研究に触れ、研究への取り組みを理解できる。

教材開発のための教科内容研究
（各領域※１）

・ 各教科・ 領域の高度な専門的知識を理解できる。

授業構成の実際と課題（※２） 内容と方法の統合
・ 各教科の内容の特色と今日的課題を理解し、学習指導案
を作成できる。

教材開発プロジェクトの課題と
方法

教材の評価・改善

・ 各教科の教材開発研究の方法と課題を理解し、独自の考
えにもとづく教材を提案することができる。

教材開発プロジェクト実習（※２）
・ 各教科の教材開発や指導と評価の経験をもとに、単元レ
ベルでの授業づくりとその評価、そして改善のポイント
を説明することができる。

都市圏実習（応用実習）
地域との連携
学習指導と児童生徒理解

・ 学校及び地域の特色や連携について記述できる。

・ 児童生徒理解にもとづく学習指導を展開できる。

総
括
評
価

教職実践プレゼンテーションⅠ
（教科教育高度化分野）

実践の省察と探究

・ 実践の省察等により、自己の課題を明確化できる。

・ 自らの実践的研究課題を論理的に発表できる。

教職実践プレゼンテーションⅡ
（教科教育高度化分野）

・ 実践の省察等を通して、課題を探究できる。

・ 実践的研究課題とその探究を論理的に発表できる。

※１： 国語学、国文学、漢文学、歴史学、哲学・倫理学、経済学、地理学、代数学、幾何学、物理学、化学、
　　　生物学、地学、英文学、英語学の各領域

※２：国語科、社会・地歴・公民科、数学科、理科、英語科の各教科
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教科教育高度化分野　現職院生の到達指標

授業科目 求められる資質能力 到達目標（Ｃ基準）

共

　
　
　通

カリキュラム開発の実践と課題
教育課程の編成と改善

・  カリキュラム開発の意義と方法、課題を説明できる。

学力とカリキュラムの評価 ・ 子どもの学びを評価し、カリキュラムを改善できる。

授業実践の記録・分析と校内研修

学習指導

・ 教師と学習者の思考を解釈した授業記録を書ける。

教材開発と児童生徒理解（言語系） ・ 授業改善の議論をリードすることができる。

教材開発と児童生徒理解（数理系） ・ 今日的課題に応える新しい教材を開発し、その到達点と
課題を明確にできる。教材開発と児童生徒理解

（特別支援教育系）

児童生徒理解と支援
児童生徒の理解

・ 実態に応じて児童生徒を理解し支援を実践できる。

学校カウンセリングの実践と課題 ・ 実態に応じたカウンセリングを実践できる。

障害のある子どもの学校学級経営
学級と学校の経営

・ 子どもの特性（障害）に応じた学校学級経営案を作成できる。

組織管理の実践と学校 ・ 学校経営の目標を作成できる。

社会と教員の在り方
教員としての使命感と
信頼

・ 学校の実態に即した課題と教員の使命を説明できる。

学校の安全と防災教育
・ 学校安全３領域と防災教育、防災管理の手法と課題につ
いて説明できる。

学
校
の
実
習

教職専門実習Ⅰ

実践的課題の把握 ・ 実践的課題を明確化し、省察の意義を理解できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 自らの学習指導と児童生徒理解を見直すことができる。

協働性 ・ チームとしての実践力を高めることができる。

教職専門実習Ⅱ

対応策の企画と試行 ・ 省察をもとに課題の対応策を企画し、試行できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学校の実態に即して学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 学校の一員として実践することができる。

教職専門実習Ⅲ

対応策の提案と実践 ・ 省察をもとに課題の対応策を実践し、評価できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 学校の実態に即して学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 学校の一員として実践することができる。

分
野
別
選
択

教材開発のための先進研究

教科内容の理解

・ 各教科・領域の最先端研究に触れ、研究への取り組みを
理解できる。

教材開発のための教科内容研究
（各領域※１）

・ 各教科・領域の専門的知識・技能を深め、教科の内容と
特色について説明できる。

授業構成の実際と課題（※２） 内容と方法の統合
・ 各教科の内容の特色と児童生徒の実態を踏まえ、今日的
課題に応えるための授業を提案することができる。

教材開発プロジェクトの課題と
方法

教材の評価・改善

・ 各教科における児童生徒の実態を踏まえた授業の試行と
評価から、実践上の課題を指摘することができる。

教材開発プロジェクト実習（※２）
・ 各教科の教材開発や指導と評価の経験をもとに、単元レ
ベルでの授業づくりとその評価、そして改善策を提案す
ることができる。

都市圏実習（応用実習）
地域との連携
学習指導と児童生徒理解

・ 学校及び地域の特色や連携の状況が理解できる。

・ 児童生徒の実態を把握し効果的な指導ができる。

総
括
評
価

教職実践プレゼンテーションⅠ
（教科教育高度化分野）

実践の省察と探究

・ 実践の省察等により、学校現場に応える課題を明確化できる。

・ 自らの実践的研究課題を論理的に発表できる。

教職実践プレゼンテーションⅡ
（教科教育高度化分野）

・ 実践の省察等を通して、学校現場に応える課題を探究できる。

・ 実践的研究課題とその探究を論理的に発表できる。

※１： 国語学、国文学、漢文学、歴史学、哲学・倫理学、経済学、地理学、代数学、幾何学、物理学、化学、
　　　生物学、地学、英文学、英語学の各領域

※２：国語科、社会・地歴・公民科、数学科、理科、英語科の各教科
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特別支援教育分野　学部卒院生の到達指標　

授業科目 求められる資質能力 到達目標（Ｃ基準）

共

　
　
　通

カリキュラム開発の実践と課題
教育課程の編成と改善

・ 単元構成の原理と方法の基礎を説明できる。

学力とカリキュラムの評価 ・ 学力の評価とカリキュラム改善の意義を理解できる。

授業実践の記録・分析と校内研修

学習指導

・ 教師と学習者の思考をたどる授業記録を書ける。

教材開発と児童生徒理解（言語系） ・ 事実をもとに教材と授業の改善を議論できる。

教材開発と児童生徒理解（数理系） ・ 先行実践をふまえて、今日的課題に応える新しい教材を
開発できる。教材開発と児童生徒理解

（特別支援教育系）

児童生徒理解と支援
児童生徒の理解

・ 児童生徒を理解する意義とその方法を説明できる。

学校カウンセリングの実践と課題 ・ カウンセリングの意義とその方法を説明できる。

障害のある子どもの学校学級経営
学級と学校の経営

・ 子どもの特性（障害）に応じた学びと学級経営を理解できる。

組織管理の実践と学校 ・ 学校を組織としてとらえる意義を理解できる。

社会と教員の在り方
教員としての使命感と
信頼

・ 学校の今日的課題と教員の使命を理解できる。

学校の安全と防災教育
・ 学校安全の３領域と防災教育の手法と課題について説明
できる。

学
校
の
実
習

教職専門実習Ⅰ
実践的課題の把握 ・ 実践的課題を明確化し、実践の省察を記述できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 障害児の理解と学習指導との関連を説明できる。

教職専門実習Ⅱ
（特別支援教育分野）

対応策の企画と試行 ・ 特別支援学校における課題の対応策を企画、試行できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 障害児の理解にもとづく学習指導を展開できる。

教職専門実習Ⅲ
（特別支援教育分野）

対応策の提案と実践 ・ 特別支援学校における課題の対応策を実践、評価できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 障害児に対する授業と学級経営を自立的に実践できる。

分
野
別
選
択

知的障害児の理解と支援

障害の理解と支援

・ 知的障害児の特徴的な内容を理解しながら、その課題を
考察し、記述できる。

肢体不自由児の理解と支援
・ 肢体不自由児に関する基礎的事項を理解し、個別の指導
計画作成の基礎を身につけることができる。

病弱児の理解と支援
・ 病弱児に関する基礎的事項を理解し、個別の指導計画作
成の基礎を身につけることができる。

脳科学からみた障害児支援
・ 各障害児の特徴的な内容を理解しながら、その課題を考
察し、記述できる。

障害児のコミュニケーション支援

障害児の指導実践

・ コミュニケーション能力に関する基礎的事項を理解する
ことができる。

発達障害児の事例分析
・ 発達障害児の特徴的な内容を理解しながら、個別の指導
計画を作成して指導することができる。

コミュニケーション障害児の事例
分析

・ コミュニケーション能力を理解しながら、個別の指導計
画を考えることができる。

特別支援教育コーディネーターの
役割と支援 学校と地域における連携

・ 特別支援教育コーディネーターの目的と役割を理解する
ことができる。

障害児のキャリア支援 ・ 障害児者の進路先の状況と課題を理解することができる。

都市圏実習（応用実習）
地域との連携
学習指導と児童生徒理解

・ 学校及び地域の特色や連携について記述できる。

・ 児童生徒理解にもとづく学習指導を展開できる。

総
括
評
価

教職実践プレゼンテーションⅠ
(特別支援教育分野）

実践の省察と探究

・ 特別支援教育にかかわる実践の省察等により、自己の課
題を明確化できる。

・ 特別支援教育にかかわる自らの実践的研究課題を論理的
に発表できる。

教職実践プレゼンテーションⅡ
(特別支援教育分野）

・ 特別支援教育にかかわる実践の省察等を通して、課題を
探究できる。

・ 特別支援教育にかかわる実践的研究課題とその探究を論
理的に発表できる。

－ 10 －



特別支援教育分野　現職院生の到達指標　

授業科目 求められる資質能力 到達目標（Ｃ基準）

共

　
　
　通

カリキュラム開発の実践と課題
教育課程の編成と改善

・  カリキュラム開発の意義と方法、課題を説明できる。

学力とカリキュラムの評価 ・ 子どもの学びを評価し、カリキュラムを改善できる。

授業実践の記録・分析と校内研修

学習指導

・ 教師と学習者の思考を解釈した授業記録を書ける。

教材開発と児童生徒理解（言語系） ・ 授業改善の議論をリードすることができる。

教材開発と児童生徒理解（数理系） ・ 今日的課題に応える新しい教材を開発し、その到達点と
課題を説明できる。教材開発と児童生徒理解

（特別支援教育系）

児童生徒理解と支援
児童生徒の理解

・ 実態に応じて児童生徒を理解し支援を実践できる。

学校カウンセリングの実践と課題 ・ 実態に応じたカウンセリングが実践できる。

障害のある子どもの学校学級経営
学級と学校の経営

・ 子どもの特性（障害）に応じた学校学級経営案を作成できる。

組織管理の実践と学校 ・ 学校経営の目標を作成できる。

社会と教員の在り方
教員としての使命感と
信頼

・ 学校の実態に即した課題と教員の使命を説明できる。

学校の安全と防災教育
・ 学校安全３領域と防災教育、防災管理の手法と課題につ
いて説明できる。

学
校
の
実
習

教職専門実習Ⅰ

実践的課題の把握 ・ 実践的課題を明確化し、実践の省察を理解できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 自らの障害児理解と学習指導を見直すことができる。

協働性 ・ 特別支援教育におけるチームの実践力を高めることができる。

教職専門実習Ⅱ
（特別支援教育分野）

対応策の企画と試行 ・ 特別支援学校における課題の対応策を企画、試行できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 障害像や状況に即した学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 特別支援学校における学校の一員として実践ができる。

教職専門実習Ⅲ
（特別支援教育分野）

対応策の提案と実践 ・ 特別支援学校における課題の対応策を実践、評価できる。

学習指導と児童生徒理解 ・ 障害像や状況に即した学習指導と児童生徒理解を実践できる。

協働性 ・ 特別支援学校における学校の一員として実践ができる。

分
野
別
選
択

知的障害児の理解と支援

障害の理解と支援

・ 知的障害児の特徴的な内容を理解するとともに、簡略化
された個別の支援計画を作成することができる。

肢体不自由児の理解と支援
・ 肢体不自由児の障害特性を理解した支援方法を考慮しな
がら、個別の指導計画の作成ができる。

病弱児の理解と支援
・ 病弱児の障害特性を理解した支援方法を考慮しながら、
個別の指導計画を作成することができる。

脳科学からみた障害児支援
・ 各障害児の特徴的な内容を理解するとともに、支援方法
の開発を提案することができる。

障害児のコミュニケーション支援

障害児の指導実践

・ 補助代替機能の活用をふまえた障害児のコミュニケー
ション支援のあり方を考えることができる。

発達障害児の事例分析
・ 発達障害児の個別検査実施やプロフィール分析をしなが
ら、個別の指導計画を作成して指導することができる。

コミュニケーション障害児の事例
分析

・ コミュニケーションの補助代替機能の活用をふまえ、個
別の指導計画を立案指導することができる。

特別支援教育コーディネーターの
役割と支援

学校と地域における連携

・ 勤務校において特別支援教育コーディネーターの目的と
役割を理解することができる。

障害児のキャリア支援
・ 勤務校のキャリア教育の現状と課題を分析しながら、個
別の移行支援計画の作成と支援ができる。

総
括
評
価

教職実践プレゼンテーションⅠ
(特別支援教育分野）

実践の省察と探究

・ 特別支援教育にかかわる実践の省察等により、学校現場
に応える課題を明確化できる。

・ 特別支援教育にかかわる自らの実践的研究課題を論理的
に発表できる。

教職実践プレゼンテーションⅡ
(特別支援教育分野）

・ 特別支援教育にかかわる実践の省察等を通して、学校現
場に応える課題を探究できる。

・ 特別支援教育にかかわる実践的研究課題とその探究を論
理的に発表できる。
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３．教職専門実習（学校における実習科目）

(1）「教職専門実習」（学校における実習科目）の概要
　「教職専門実習」（学校における実習科目）は、学校現場での課題に応える、高度な教職実践力と
しての課題解決能力の修得と定着をねらいとする。
　「教職専門実習」は、次の４つの資質能力の育成を図る。
①課題を的確に把握できる力、②対応策を策定できる力、
③実践できる力、④実践を省察し、再構成できる力
　このねらいに沿って、本研究科における実習は、教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲから構成される。各々
の教職専門実習の概要は、次表の通りである。

　各実習のねらい（到達目標）は、各分野の到達指標の項（５～９頁）を参照すること。

教職専門実習Ⅰ １年前期、６月～７月 附属学校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅱ １年後期、11月 連携協力校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅲ ２年後期、10月～11月 附属学校もしくは連携協力校で４週間の実習を行う。

(2）特別支援教育分野の「教職専門実習」（特別支援学校又は養護学校）の概要
　本実習は「教職専門実習」（学校における実習科目）で掲げるねらいのうち、特に特別支援教育
に関する領域について学ぶものとする。このため以下のような構成とする。
① 実習は、本学で取得可能な特別支援学校教諭専修免許状の３領域（知的・肢体不自由・病弱）に
該当する特別支援学校又は養護学校での実習とする。
② 教職専門実習の各々の概要は下記の通りである。

　各実習のねらい（到達目標）は、特別支援教育分野の「到達指標」の項（10～11頁）を参照する
こととし、次の点に留意すること。
　学部卒院生は、教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して、特別支援学校における３領域（知的・肢体不
自由・病弱）の実習を行うことを原則とする。
　現職院生は、次の方法から選択し実習を行う。（Ａ）教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで特別支援学校に
おける３領域（知的・肢体不自由・病弱）の実習を行う。（Ｂ）教職専門実習Ⅱ・Ⅲにおいて、自
ら見出した実践的課題の対応策の実践や実践的指導力の向上を目指し、特別支援学校における３領
域（知的・肢体不自由・病弱）の中から領域を選択し実習を行う。

教職専門実習Ⅰ １年前期、６月～７月 附属特別支援学校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅱ
（特別支援教育分野）

１年後期、11月 ・ 連携協力校で３週間の実習を行う。
・ 特別支援学校における３領域（知的・肢体不自由・
病弱）のうち１領域を選択して実習を行う。

教職専門実習Ⅲ
（特別支援教育分野）

２年後期、10月～11月 ・ 附属特別支援学校あるいは連携協力校で４週間の実
習を行う。

・ 特別支援学校における３領域（知的・肢体不自由・
病弱）のうち１領域を選択して実習を行う。

(3）附属学校と連携協力校
　本学は、附属小学校、附属中学校、附属特別支援学校、附属幼稚園を有している。このほか、連
携協力校を、下表の通り設けている。

小学校 中学校 高校 特別支援学校

１　山形市立第十小学校
２　山形市立南小学校
３　山形市立西小学校
４　山形市立千歳小学校
５　山形市立宮浦小学校
６　山形市立蔵王第二小学校
７　山形市立第三小学校
８　山形市立明治小学校
９　山形市立東沢小学校
10　山形市立西山形小学校
11　山形市立村木沢小学校
12　山形市立大曽根小学校

１　山形市立第一中学校
２　山形市立第二中学校
３　山形市立第三中学校
４　山形市立第四中学校
５　山形市立第五中学校
６　山形市立第六中学校
７　山形市立第九中学校
８　山形市立第十中学校
９　山形市立蔵王第一中学校

１　山形県立山形南高校
２　山形県立山形西高校
３　山形県立山形北高校
４　山形県立山形中央高校
５　山形県立山形工業高校
６　山形県立寒河江工業高校
７　山形県立霞城学園高校
８　山形県立上山明新館高校
９　山形県立南陽高校
10　山形県立天童高校
11　山形県立村山産業高校
12　山形県立寒河江高校

１　山形県立
　　山形養護学校
２　山形県立
　　ゆきわり
　　養護学校
３　山形県立
　　村山特別支援
　　学校
４　山形県立
　　楯岡特別支援
　　学校
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３．教職専門実習（学校における実習科目）

(1）「教職専門実習」（学校における実習科目）の概要
　「教職専門実習」（学校における実習科目）は、学校現場での課題に応える、高度な教職実践力と
しての課題解決能力の修得と定着をねらいとする。
　「教職専門実習」は、次の４つの資質能力の育成を図る。
①課題を的確に把握できる力、②対応策を策定できる力、
③実践できる力、④実践を省察し、再構成できる力
　このねらいに沿って、本研究科における実習は、教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲから構成される。各々
の教職専門実習の概要は、次表の通りである。

　各実習のねらい（到達目標）は、各分野の到達指標の項（５～９頁）を参照すること。

教職専門実習Ⅰ １年前期、６月～７月 附属学校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅱ １年後期、11月 連携協力校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅲ ２年後期、10月～11月 附属学校もしくは連携協力校で４週間の実習を行う。

(2）特別支援教育分野の「教職専門実習」（特別支援学校又は養護学校）の概要
　本実習は「教職専門実習」（学校における実習科目）で掲げるねらいのうち、特に特別支援教育
に関する領域について学ぶものとする。このため以下のような構成とする。
① 実習は、本学で取得可能な特別支援学校教諭専修免許状の３領域（知的・肢体不自由・病弱）に
該当する特別支援学校又は養護学校での実習とする。
② 教職専門実習の各々の概要は下記の通りである。

　各実習のねらい（到達目標）は、特別支援教育分野の「到達指標」の項（10～11頁）を参照する
こととし、次の点に留意すること。
　学部卒院生は、教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して、特別支援学校における３領域（知的・肢体不
自由・病弱）の実習を行うことを原則とする。
　現職院生は、次の方法から選択し実習を行う。（Ａ）教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで特別支援学校に
おける３領域（知的・肢体不自由・病弱）の実習を行う。（Ｂ）教職専門実習Ⅱ・Ⅲにおいて、自
ら見出した実践的課題の対応策の実践や実践的指導力の向上を目指し、特別支援学校における３領
域（知的・肢体不自由・病弱）の中から領域を選択し実習を行う。

教職専門実習Ⅰ １年前期、６月～７月 附属特別支援学校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅱ
（特別支援教育分野）

１年後期、11月 ・ 連携協力校で３週間の実習を行う。
・ 特別支援学校における３領域（知的・肢体不自由・
病弱）のうち１領域を選択して実習を行う。

教職専門実習Ⅲ
（特別支援教育分野）

２年後期、10月～11月 ・ 附属特別支援学校あるいは連携協力校で４週間の実
習を行う。

・ 特別支援学校における３領域（知的・肢体不自由・
病弱）のうち１領域を選択して実習を行う。

(3）附属学校と連携協力校
　本学は、附属小学校、附属中学校、附属特別支援学校、附属幼稚園を有している。このほか、連
携協力校を、下表の通り設けている。

小学校 中学校 高校 特別支援学校

１　山形市立第十小学校
２　山形市立南小学校
３　山形市立西小学校
４　山形市立千歳小学校
５　山形市立宮浦小学校
６　山形市立蔵王第二小学校
７　山形市立第三小学校
８　山形市立明治小学校
９　山形市立東沢小学校
10　山形市立西山形小学校
11　山形市立村木沢小学校
12　山形市立大曽根小学校

１　山形市立第一中学校
２　山形市立第二中学校
３　山形市立第三中学校
４　山形市立第四中学校
５　山形市立第五中学校
６　山形市立第六中学校
７　山形市立第九中学校
８　山形市立第十中学校
９　山形市立蔵王第一中学校

１　山形県立山形南高校
２　山形県立山形西高校
３　山形県立山形北高校
４　山形県立山形中央高校
５　山形県立山形工業高校
６　山形県立寒河江工業高校
７　山形県立霞城学園高校
８　山形県立上山明新館高校
９　山形県立南陽高校
10　山形県立天童高校
11　山形県立村山産業高校
12　山形県立寒河江高校

１　山形県立
　　山形養護学校
２　山形県立
　　ゆきわり
　　養護学校
３　山形県立
　　村山特別支援
　　学校
４　山形県立
　　楯岡特別支援
　　学校
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(1）「教職専門実習」（学校における実習科目）の概要
　「教職専門実習」（学校における実習科目）は、学校現場での課題に応える、高度な教職実践力と
しての課題解決能力の修得と定着をねらいとする。
　「教職専門実習」は、次の４つの資質能力の育成を図る。
①課題を的確に把握できる力、②対応策を策定できる力、
③実践できる力、④実践を省察し、再構成できる力
　このねらいに沿って、本研究科における実習は、教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲから構成される。各々
の教職専門実習の概要は、次表の通りである。

　各実習のねらい（到達目標）は、各分野の到達指標の項（５～９頁）を参照すること。

教職専門実習Ⅰ １年前期、６月～７月 附属学校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅱ １年後期、11月 連携協力校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅲ ２年後期、10月～11月 附属学校もしくは連携協力校で４週間の実習を行う。

(2）特別支援教育分野の「教職専門実習」（特別支援学校又は養護学校）の概要
　本実習は「教職専門実習」（学校における実習科目）で掲げるねらいのうち、特に特別支援教育
に関する領域について学ぶものとする。このため以下のような構成とする。
① 実習は、本学で取得可能な特別支援学校教諭専修免許状の３領域（知的・肢体不自由・病弱）に
該当する特別支援学校又は養護学校での実習とする。
② 教職専門実習の各々の概要は下記の通りである。

　各実習のねらい（到達目標）は、特別支援教育分野の「到達指標」の項（10～11頁）を参照する
こととし、次の点に留意すること。
　学部卒院生は、教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して、特別支援学校における３領域（知的・肢体不
自由・病弱）の実習を行うことを原則とする。
　現職院生は、次の方法から選択し実習を行う。（Ａ）教職専門実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで特別支援学校に
おける３領域（知的・肢体不自由・病弱）の実習を行う。（Ｂ）教職専門実習Ⅱ・Ⅲにおいて、自
ら見出した実践的課題の対応策の実践や実践的指導力の向上を目指し、特別支援学校における３領
域（知的・肢体不自由・病弱）の中から領域を選択し実習を行う。

教職専門実習Ⅰ １年前期、６月～７月 附属特別支援学校で３週間の実習を行う。

教職専門実習Ⅱ
（特別支援教育分野）

１年後期、11月 ・ 連携協力校で３週間の実習を行う。
・ 特別支援学校における３領域（知的・肢体不自由・
病弱）のうち１領域を選択して実習を行う。

教職専門実習Ⅲ
（特別支援教育分野）

２年後期、10月～11月 ・ 附属特別支援学校あるいは連携協力校で４週間の実
習を行う。

・ 特別支援学校における３領域（知的・肢体不自由・
病弱）のうち１領域を選択して実習を行う。

(3）附属学校と連携協力校
　本学は、附属小学校、附属中学校、附属特別支援学校、附属幼稚園を有している。このほか、連
携協力校を、下表の通り設けている。

小学校 中学校 高校 特別支援学校

１　山形市立第十小学校
２　山形市立南小学校
３　山形市立西小学校
４　山形市立千歳小学校
５　山形市立宮浦小学校
６　山形市立蔵王第二小学校
７　山形市立第三小学校
８　山形市立明治小学校
９　山形市立東沢小学校
10　山形市立西山形小学校
11　山形市立村木沢小学校
12　山形市立大曽根小学校

１　山形市立第一中学校
２　山形市立第二中学校
３　山形市立第三中学校
４　山形市立第四中学校
５　山形市立第五中学校
６　山形市立第六中学校
７　山形市立第九中学校
８　山形市立第十中学校
９　山形市立蔵王第一中学校

１　山形県立山形南高校
２　山形県立山形西高校
３　山形県立山形北高校
４　山形県立山形中央高校
５　山形県立山形工業高校
６　山形県立寒河江工業高校
７　山形県立霞城学園高校
８　山形県立上山明新館高校
９　山形県立南陽高校
10　山形県立天童高校
11　山形県立村山産業高校
12　山形県立寒河江高校

１　山形県立
　　山形養護学校
２　山形県立
　　ゆきわり
　　養護学校
３　山形県立
　　村山特別支援
　　学校
４　山形県立
　　楯岡特別支援
　　学校
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（教職実践プレゼンテーションⅡの実践研究報告書の提出）

第８条　「教職実践プレゼンテーションⅡ」を履修し成績評価を受けようとする者は、研究指導教員

の指導の下に、「実践研究報告書」を作成し小白川キャンパス事務部教務課に提出する。「実践研究

報告書」の提出は、１月末日正午とする。

（教職実践プレゼンテーションⅡの評価委員）

第９条　「教職実践プレゼンテーションⅡ」の評価は、担当教員があたる。研究科委員会は、提出さ

れた「実践研究報告書」１編につき主査１人及び副査２人計３人の評価委員を選出し、評価委員会

を構成する。ただし、主査は、原則として主担当指導教員とし、評価委員会は、研究者教員と実務

家教員から構成することとする。

２　研究科委員会は、学生の指導上の必要を認めた場合は、地域教育文化学部の該当する専門分野の

研究者に評価委員を依頼することができる。

（教職実践プレゼンテーションⅡの評価方法）

第10条　「教職実践プレゼンテーションⅡ」の評価は、全評価委員が出席の上、「教職実践プレゼン

テーションⅡ評価委員」が、主査の総括の下に行う。「教職実践プレゼンテーションⅡ」の評価の

実施は、「実践研究報告書」とその発表を中心として、到達指標に基づき、これに関連のある事項

について口頭による質疑応答を通じて行う。

（教職実践プレゼンテーションⅡの評価結果及びその報告）

第11条　「教職実践プレゼンテーションⅡ評価委員」は、「実践研究報告書」の評価及び発表会での評

価を、「教職実践プレゼンテーションⅡ最終報告書」により、２月25日までに研究科長に提出する。

（教職実践プレゼンテーションⅠ及びⅡの「実践研究報告書」等の保管）

第12条　提出された「実践研究報告書」は、本研究科で保管する。

２　前項の「実践研究報告書」は、永久保管とする。

（その他）

第13条　第２条、第３条、第６条、第７条、第８条及び第11条の規定において提出すべき日が土曜日、

日曜日又は休日にあたる場合は、その直前の平日に読み替える。

　附　則

この内規は、平成21年４月１日から施行する。

　　　（省　略）

　附　則

この内規は、平成30年４月１日から施行する。
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　本研究科に開設された授業科目は、「教職に関する科目」として課程認定を受けている。
　小学校教諭、中学校教諭、高等学校教諭及び幼稚園教諭の一種免許状を有する者は、本研究科にお
いて、「教科又は教職に関する科目」として24単位を修得することにより、それぞれに相応する次の
専修免許状（免許教科の種類）を取得することができる。
　特別支援学校教諭の一種免許状を有する者は、本研究科において、「特別支援教育に関する科目」
として24単位を修得することにより、特別支援学校教諭専修免許状を取得することができる。
①　小学校教諭専修免許状
② 　中学校教諭専修免許状（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、保健、技術、家庭、
英語）
③ 　高等学校教諭専修免許状（国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、美術、工芸、保健体育、
保健、工業、家庭、英語）
④　幼稚園教諭専修免許状
⑤　特別支援学校教諭専修免許状（知的障害者、肢体不自由者、病弱者）

別表第一（第五条、第五条の二関係）

第一欄 第二欄 第三欄

 所要資格

免許状の種類

基礎資格

大学において修得することを必要と
する最低単位数　　　　　　　　　

教科及び教職に
関する科目

特別支援教育に
関する科目

幼稚園
教諭

専修免許状 修士の学位を有すること。 七五

一種免許状 学士の学位を有すること。 五一

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 三一

小学校
教諭

専修免許状 修士の学位を有すること。 八三

一種免許状 学士の学位を有すること。 五九

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 三七

中学校
教諭

専修免許状 修士の学位を有すること。 八三

一種免許状 学士の学位を有すること。 五九

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 三五

高等学
校教諭

専修免許状 修士の学位を有すること。 八三

一種免許状 学士の学位を有すること。 五九

特別支
援学校
教諭

専修免許状 修士の学位を有すること及び小学
校、中学校、高等学校又は幼稚園の
教諭の普通免許状を有すること。

五〇

一種免許状 学士の学位を有すること及び小学
校、中学校、高等学校又は幼稚園の
教諭の普通免許状を有すること。

二六

二種免許状 小学校、中学校、高等学校又は幼稚
園の教諭の普通免許状を有するこ
と。

一六

備考

一　この表における単位の修得方法については、文部科学省令で定める（別表第二から別表第八までの

場合においても同様とする。）。

一の二　文部科学大臣は、前号の文部科学省令を定めるに当たつては、単位の修得方法が教育職員とし

て必要な知識及び技能を体系的かつ効果的に修得させるものとなるよう配慮するとともに、あらか

じめ、第十六条の三第四項の政令で定める審議会等の意見を聴かなければならない（別表第二から別

表第八までの場合においても同様とする。）。

Ⅳ　教育職員免許状（専修免許状）
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博士の学位（課程による博士）

研究科 専 攻 課 程
学位の種類及び
専攻分野の名称

医学系研究科 医学専攻 博士課程 博士（医学）

看護学専攻 博士後期課程 博士（看護学）

生命環境医科学専攻 博士後期課程 博士（医科学）

理工学研究科 地球共生圏科学専攻 博士後期課程 博士（理学）
博士（工学）
博士（学術）

有機材料工学専攻
バイオ工学専攻
電子情報工学専攻
機械システム工学専攻
システム情報工学専攻
ものづくり技術経営学専攻

博士後期課程 博士（工学）
博士（学術）

博士の学位（論文審査等による博士）

研究科 学位の種類及び専攻分野の名称

医学系研究科 博士（医学）
博士（看護学）
博士（医科学）

理工学研究科 博士（理学）
博士（工学）
博士（学術）

教職修士（専門職）の学位

研究科 専 攻 課 程
学位の種類及び
専攻分野の名称

教育実践研究
科

教職実践専攻 専門職学位課程 教職修士（専門職）

別記様式１

年 月 日

山形大学長 殿

本 籍

氏 名

学 位 申 請 書

貴学学位規程第２８条第１項の規定により博士（○○）の学位を受けたいので，

学位論文に下記の関係書類を添えて申請します。

記

１ 論文目録

２ 論文内容要旨

３ 履歴書

－２６－

　博士の学位（課程による博士）

研究科 専　　　攻 課　程
学位の種類及び
専攻分野の名称

医学系研究科 医学専攻 博士課程 博士（医学）

看護学専攻 博士後期課程 博士（看護学）

先進的医科学専攻 博士後期課程 博士（医科学）

理工学研究科 地球共生圏科学専攻 博士後期課程 博士（理学）
博士（工学）
博士（学術）

物質化学工学専攻 博士後期課程 博士（工学）

バイオ工学専攻
電子情報工学専攻
機械システム工学専攻
ものづくり技術経営学専攻

博士後期課程 博士（工学）
博士（学術）

有機材料システム
研究科

有機材料システム専攻 博士後期課程 博士（工学）

　博士の学位（論文審査等による博士）

研究科 学位の種類及び専攻分野の名称

医学系研究科 博士（医学）
博士（看護学）
博士（医科学）

理工学研究科 博士（理学）
博士（工学）
博士（学術）

有機材料システム
研究科

博士（工学）

　教職修士（専門職）の学位

研究科 専　　　攻 課　程
学位の種類及び
専攻分野の名称

教育実践研究科 教職実践専攻 専門職学位課程 教職修士（専門職）
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小 白 川 図 書 館

教育開発連携支援センター

医学部図書館
遺伝子実験施設

人文社会科学部

山形大学

附Ⅲ　地域教育文化学部配置図

小白川・飯田両キャンパス
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学生の行動規範

①  　私たちは、大学の使命及び本学が掲げる基本理念を深く理解し、本学の構成員として学

内規則を遵守するとともに、教職員等が行う教育、研究、医療及び社会貢献活動に協力し

ます。

②  　私たちは、学生である前に社会の一員であるという意識を決して忘れることなく、法令

や社会規範を遵守し、積極的に社会に関わって行動します。

③  　私たちは、一人ひとりの人権と人格を尊重し、差別、偏見及びハラスメントにつながる

言動は行いません。

④  　私たちは、学生の本分は勉学であることを自覚して勉学に励み、自ら研鑽して豊かな人

間性、高い倫理観、幅広い教養を身につけるとともに、高度で専門的な知識・技能を修得

します。

⑤  　私たちは、知の共同体に集うものとして、これまで本学が継承・蓄積してきた知に対し

て敬意を払います。

⑥  　私たちは、研究活動の実施及び研究成果の発表においては、社会からの信頼と負託を受

けていることを自覚し、常に正直・誠実に判断し、行動します。

⑦  　私たちは、有意義で悔いのない大学生活を送るため、学生の本分を守り、健全な学生生

活を習慣としつつ、豊かな人間関係を築くように努めます。

 （山形大学コンプライアンス指針より抜粋）
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